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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

本研究では、電子的・構造的に興味深い特性を有するチオフェンとSi–Si結合を連結
した環状化合物（ジシラン架橋マクロサイクル）に注目し、その固体状態における
詳細な構造解析を目的とした。これにより、溶液状態とは異なる固体中での分子配
列や分子間相互作用の理解を深め、将来的な光・電子材料としての応用展開を視野
に入れた構造－物性相関の基盤情報を得ることを目的とする。

実験
Experimental

本研究では、２種類のジシラン架橋マクロサイクルを合成し、それらの固体状態に
おける構造情報を明らかにするため、固体状態での¹³C NMR測定を行った。さらに、
同一化合物の溶液状態での¹³C NMRスペクトルとも比較を行い、状態間の構造差や
運動性の違いについて検討した。加えて、単結晶X線構造解析も実施し、分子内の
構造情報とNMRスペクトルとの相関を確認した。

結果と考察
Results and Discussion

固体状態での¹³C NMRスペクトルは溶液状態と比較してピーク幅が広く、分解能が
低下する傾向にあったが、単結晶X線構造解析によって得られた分子構造と照合す
ることで、各信号の帰属が可能となった。これにより、固体状態における分子の対
称性や運動性の低下、ならびに分子間相互作用の影響を反映したスペクトル変化が
明確となった。以上の結果から、溶液状態と固体状態の構造－物性相関について新
たな知見を得ることができ、今後の機能性材料設計への指針となる可能性が示唆さ
れた。
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